
【と　き】　平成23年10月26日（水）
　　　　　　午後７時～９時（開場午後6時30分）

第１部 基調講演

辻山　幸宣
つじやま　　たかのぶ

（財）地方自治総合研究所所長
元（仮称）練馬区自治基本条例を考える区民懇談会会長

第２部 パネルディスカッション

辻山　幸宣

饗庭　伸 首都大学東京　都市環境学部准教授

尾崎　恭司 練馬区青少年育成上石神井地区委員会会長

高橋　司郎 練馬区町会連合会副会長

平野　真穂 地域福祉パワーアップカレッジねりま１期生

コーディネーター

パネリスト

【ところ】　練馬区役所
　　　　　　アトリウム棟地下多目的会議室

【定　員】　130名

＜申込み／問い合わせ先＞

練馬区企画部企画課　　Tel 03-5984-2447（直通）

　　　　　　　　　　　　　　　　 Fax 03-3993-1195

当日会場受付（先着順）

池袋所沢

練馬文化センター

千川通り

警察署

消防署

練馬郵便局

目白通り

練馬区役所

練馬区豊玉北６－１２－１
西武池袋線・都営大江戸線「練馬駅」
徒歩５分

ロータリー

（敬称略　50音順）

※　車での来場はご遠慮ください。

あいば　   しん

おざき　　　きょうじ

たかはし　　しろう

ひらの　　　 まほ

「区民と区との協働のまちづくり」テーマ

練馬区

　ともに築き　ともに進めよう　練馬の区政

都税事務所

練馬駅

※　保育室（１歳以上の未就学児対象）、手話通訳 を
　 利用したい方は、10月18日（火）までに企画課へ
　  電話またはFAXで申し込んでください。

川井　淳子
かわい　 　すみこ

大泉小学校避難拠点運営連絡会会長



基調講演　および　パネルディスカッションコーディネーター

●辻山　幸宣
つじやま　 　たかのぶ

公益財団法人　地方自治総合研究所所長。
平成17年6月から18年7月まで（仮称）練馬区自治基本条例を考える区民懇談会会
長として、条例に盛り込むべき内容についての提言の取りまとめに尽力。中央大学教
授を経て、現在、中央大学大学院客員教授、早稲田大学・同大学院講師。

●饗庭　伸

●高橋　司郎

●平野　真穂

おざき　　　きょうじ

たかはし　　 しろう

ひらの　　　まほ

●尾崎　恭司

あいば　　　しん

パネルディスカッションパネリスト

首都大学東京　都市環境学部准教授。
平成18年度から練馬区福祉のまちづくりパートナーシップ区民活動支援事業審査委
員会副委員長として、練馬区の福祉の取組を行う団体の審査、助成事業へのアドバイ
スを行う。22年度から、同委員長として、区民と区との協働で行う福祉のまちづく
りの取組を支えている。

練馬区青少年育成上石神井地区委員会会長。
平成6年度から上石神井小学校区の青少年委員として、青少年の健全育成に関わる。
14年度から会長として、「青少年の社会参加」を基本理念に、子どもたち自らが企
画・運営に携わる事業など、多数の事業に取り組んでいる。

練馬区町会連合会副会長。光が丘地区住民組織連合協議会（光連協）会長。練馬区環
境清掃推進連絡会会長。
平成17年6月から18年7月まで（仮称）練馬区自治基本条例を考える区民懇談会委
員として参加。光連協は、区との協働により、駅前清掃、公園清掃、防犯・防災活動
などさまざまな活動に取り組んでいる。

地域福祉パワーアップカレッジねりま1期生（平成21年修了）。
音楽療法士が中心となり、音楽により人びとに元気を与え、地域を活性化させた
いと活動をしている「歌声広場」の代表。高齢者や障害者をはじめ地域の方々と
一緒に歌い、気持ちの共有、心の交流のきっかけづくりに取り組んでいる。

　練馬区は、自治の基本理念や区政運営の基本的な仕組みなどを定めた「練馬区政推進基本条例」を今年
1月に施行しました。条例の中で、練馬区は、区民等と区が協働することにより、区民による区民のための自律
的な地方公共団体を目指すことを基本理念として掲げています。
　今回、条例制定にも携わっていただいた学識者による講演と、まちづくりの専門家や実際に区と一緒に活動
している方々のパネルディスカッションを通して、「区民と区との協働によるまちづくり」について考えます。

　出演者プロフィール （敬称略）

練馬の自治を考えるシンポジウム

主催：練馬区／問い合わせ先：企画部企画課　　Tel 03-5984-2447（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　  Fax 03-3993-1195

●川井　淳子
かわい　　 すみこ

大泉小学校避難拠点運営連絡会会長。
町会、防災会、PTAなど、地域の方々で構成される避難拠点運営連絡会の会長と
して、「地域は地域で守る」という考えのもと、日ごろから活発に訓練、会合な
どを行い、災害に備え、人の輪の拡大に取り組んでいる。




